
平成２９年度 自己評価・学校関係者評価 報告書 (生活支援部) 

                     岐阜県立岐阜本巣特別支援学校  

自己評価 

学校教育目標 ・夢の実現に向け自ら学び自ら考え、生き生きと表現できる児童生徒を育て

る。 

・心のふれ合いを大切にし、自他共に尊重できる児童生徒を育てる。 

 

評価する領域・分野 生活支援、生活安全、通学支援、特別活動、教育相談、人権教育 

現状及びアンケート 

の結果分析等 

・早い段階でケース会議を開き､きめ細かな指導ができた。 

・登下校の交通安全に向けて指導を徹底することができた。 

・部活動の充実を図り生徒が積極的に取り組めた。 

・年３回迷惑調査を実施し、生徒の抱えている問題について早期発見早期対

応に努めた。 

今年度の具体的かつ 

明確な重点目標 

・生活安全面の指導、登下校指導、挨拶運動の推進、部活動の充実、 

・スクールカウンセラーの充実、人権教育の推進（いじめ防止） 

重点目標を達成する 

ための校内組織体制 

・生活支援部の各係が中心となり、全校職員体制で取り組む。 

・早期発見、早期対応で他の分掌との連携に努める。 

目標の達成に必要な 

具体的取組 

・交通安全指導、捜索訓練、不審者対応訓練  

・スクールバス指導、自力通学生の指導 

・生徒会中心の挨拶運動の推進、ＭＳリーダーズ活動 

・スクールカウンセラーの活用、心の健康調査、人権研修の実施 

達成度の判断・判定 

基準あるいは指標 

・万が一を想定して取り組む。・乗車指導、自力通学の安全指導をする。 

・生徒自ら行う。・早期発見早期対応する。・職員の研修を実施する。 

取組状況・実践内容等 ・職員対象の捜索と不審者対応訓練の実施。・ＳＢと自力通学の登下校指導。 

・登下校時の挨拶運動の実施。・早い段階でのスクールカウンセラーの活用 

・年３回の心の健康調査の実施。・人権研修の実施 

評価の視点 評価 

①共通理解ができ、きめ細やかな指導ができたか。 

 

②児童生徒の安全に配慮できたか。 

 

③安全に留意し計画的に指導できたか。 

 

④児童生徒に対する課題意識がもてたか。 

Ａ ○Ｂ  Ｃ  Ｄ 

Ａ ○Ｂ Ｃ Ｄ 

Ａ ○Ｂ  Ｃ  Ｄ 

Ａ ○Ｂ  Ｃ  Ｄ 

成果・課題 総合評価 

○生徒会中心の挨拶運動の推進により、児童生徒職員に挨拶が定着してきた。 

○部活動を種目的に分けることで専門性を養うことができた。 

○スクールカウンセラーの活用で、教育相談に役立ち、指導に生かすことができた。 

●生徒の心の問題に迫る指導の在り方を工夫する必要がある。 

Ａ○Ｂ  Ｃ Ｄ 

来年度に向けての 

改善方策案 

・児童生徒の情報等を共有する。 

・生活支援部内の報・連・相の徹底と職員の係り分担を明確化する。 

・他分掌との連携を密にする。 

 

学校関係者評価 （平成３０年２月１日実施） 

 

意見・要望・評価等 

・生徒に対して暖かい見守り、細やかな対応には感謝しています。 

 

学校番号 １０５ 


